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学校番号 1006 

 

令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語表現Ⅱ ３ 第２学年 

・啓林館 「Vision Quest 

English Expression Ⅱ 

Ace」 

・啓林館編集部「Vision 

Quest English Expression

ⅡAce 

New Workbook」 

・山岡 憲史「リスニング問

題集 All Ears 改訂版スタ

ンダード」 

・桐原書店「Next Stage 英

文法・語法問題 4th 

edition」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、積極的にコミュニケーションを図る態度を養うために、生徒間の活動も取り入れ、教え合

い、高め合いに繋げていきます。 

・英語の 4 技能を伸ばしていきます。 

・１年次の復習も適宜しながら、多くの問題演習や暗唱などで、文法の定着を図ります。 

・テーマに沿って、自分で考えた英文作成を基礎から行います。また、ペアやグループでの発表の機会

を作り、ライティング力やリーディング力のみならず、スピーキング力やリスニング力も鍛えます。 

・ワードでの英文作成方法（英文タイピング、保存、印刷など）も学びます。 

・テーマの決まった長めの英文作成、テーマの無い長めの自由な英文作成を何度もする中で、ライティ

ング力、リーディング力を鍛えます。 

・自分の書いたスピーチ用の英文を皆の前で発表することで、スピーキング力やリスニング力を鍛える

のみならず、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力も身に付けていきます。 

・ある論題について肯定側・否定側に分かれ、一定のルールのもとで論じ合う。ディベート能力も定着

させる。 

・毎回、宿題をきっちりして、期限を守って提出しましょう。 

・英文を作ったら、提出前に、必ず何度も見直して、誤字脱字が無いかを確認する習慣を付けましょう。 

・たくさん間違えて、たくさん成長するためにも、積極的に発言や音読練習をしましょう。 
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２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「英語表現Ⅱ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評

価 

学習到達目標 科目・評

価 

学習到達目標 科目・評

価 

学習到達目標 科目・評

価 

・自分の経験、

将来の夢や希望

などについて、

前もって準備

し、メモを見な

がら理由と具体

例を添えて短く

説明できる。 

・身近なトピッ

クについて幅広

く意見や情報の

交換をすること

ができる。 

・・・・・・・

・・・・・・な

ど 

コミュ英

Ⅱ 

・英問英

答 

英語表現

Ⅱ 

・スピー

チ 

・ペアワ

ーク 

・複数の段落で、序

論・本論・結論を意

識して、時間をか

けた修正を経て、

自分の意見をわか

りやすく書くこと

ができる。 

 

・・・・・・・・・・・・・

など 

コ ミ ュ 英

Ⅱ 

・英問英答  

・単語テス

ト 

・定期考査 

英 語 表 現

Ⅱ 

・英作文演

習 

・スピーチ

原 

稿作成 

・定期考査 

・日常的な挨拶が

でき、身の回り

で起こったこと

や経験したこと

などについてや

り取りすること

ができる。 

・ゆっくりはっき

りと話されれ

ば、外国の文

化・風習などな

じみのないこと

でもその概要を

理解することが

できる。 

・・・・・・・・

・・・・・など 

コ ミ ュ 英

Ⅱ 

・英問英答 

・単語テス

ト 

英 語 表 現

Ⅱ 

・リスニン

グテスト 

・ディクテ

ーション 

・ペアワー

ク 

・３００語程

度の英文を、

複雑な 

ところは時間

をかけて読

み、全体の要

旨を理解し、

大事な点を

漏れなく理

解すること

ができる。 

・文章を読

み、内容に応

じて適切な

速度や声の

調子で音読

することが

できる。 

・・・・・・ 

など 

コミュ英

Ⅱ 

・音読テ

スト 

・英問英

答 

・定期考

査 

英語表現

Ⅱ 

・暗唱テ

スト 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 1 

Lesson 1 

(2時間) 

主語の決定／見

えない主語の発

見／主語の it 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

節分、花見、七夕など

の日本の行事につい

て、間違うことを恐

れず、積極的に話

す。 

節分、花見、七夕などの

日本の行事について、

教科書の表現を参考に

して、ペアで伝え合

う。 

節分、花見、七夕な

どの日本の行事に

ついて、間違うこ

とを恐れず、積極

的に話している。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ノートやプリント

を提出させ、その

内容を取組状況の

判断材料として活

用する。 

 

「外国語表現の能力」 
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節分、花見、七夕など

の日本の行事につい

てについて、適切に

書き、相手に分かり

やすいように伝え

る。 

節分、花見、七夕などの

日本の行事について、

教科書の表現を参考に

して、ノートやプリン

トに英語で書き、グル

ープで意見交換する。 

・節分、花見、七夕

などの日本の行事

についてについ

て、適切に書くこ

とができる。 

・相手に分かりやす

いように伝えるこ

とができる。 

・グループワークで

の取り組みや、ノ

ートやプリントを

提出させ、その内

容を取組状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語理解の能力」 

・節分、花見、七夕な

どの日本の行事につ

いて、教科書の内容

やグループで話し合

ったことを理解す

る。 

・節分、花見、七夕など

の日本の行事につい

て、教科書の内容やグ

ループで話し合ったこ

とを書いたプリントを

読み、その内容を理解

する。 

・節分、花見、七夕

などの日本の行事

について、教科書

の内容やグループ

で話し合ったこと

を理解することが

できる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

① 主語の決定 

② 見えない主語の発見 

③ 主語の itや、新出 

単語などの使い方を 

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

①主語の決定、 

②見えない主語の 

発見、 

③主語の it や、新出 

単語などの使い方を 

理解する。 

 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

Lesson 2 

( 2時間) 

主語になる名

詞句／形式主

語／無生物主

語 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

日本のアニメや漫画に

ついて、間違うことを

恐れず、積極的に話

す。 

日本のアニメや漫画が人

気な理由について、教

科書の表現を参考にし

て、ペアで伝え合う。 

日本のアニメや漫画

が人気な理由につい

て、間違うことを恐

れず、積極的に話し

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートやプリントを

提出させ、その内容を

取組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

日本のアニメや漫画が

人気な理由につい

て、適切に書き、相

手に分かりやすいよ

うに伝える。 

日本のアニメや漫画が人

気な理由について、教

科書の表現を参考にし

て、ノートやプリント

に英語で書き、グルー

プで意見交換する。 

・日本のアニメや漫

画が人気な理由に

ついてについて、

適切に書くことが

できる。 

・相手に分かりやす

いように伝えるこ

とができる。 

・グループワークでの

取り組みや、ノート

やプリントを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・日本のアニメや漫画

が人気な理由につい

て、教科書の内容や

グループで話し合っ

た英文を理解する。 

・日本のアニメや漫画が

人気な理由について、

教科書の内容やグルー

プで話し合った英文を

書いたプリントやノー

トを読み、その内容を

理解する。 

・日本のアニメや漫

画が人気な理由に

ついて、教科書の

内容やグループで

話し合った英文を

理解することがで

きる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①主語になる名詞句 

②無生物主語 

③形式主語や新出単語 

の使い方を理解す

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

①主語になる名詞句 

②無生物主語 

③形式主語や新出単 

語の使い方を理解す 

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Lesson 3 

( 2時間) 

自動詞と他動

詞／間違えや

すい自動詞と

他動詞／群動

詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

日本の観光案内につい

て、間違うことを恐

れず、積極的に話

す。 

日本の観光案内の内容に

ついて、教科書の表現

を参考にして、ペアで

伝え合う。 

日本の観光案内につ

いて、間違うことを

恐れず、積極的に話

している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートやプリントを

提出させ、その内容

を取組状況の判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 
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日本の観光案内が書
かれた内容について
読み取り、適切に書
き、相手に分かりや
すいように伝える。 

・日本の観光案内につい

て、教科書の内容やグ

ループで話し合った英

文を書き、グループで

意見交換する。 

・日本の観光案内に

ついてについて、適

切に書くことができ

る。 

・相手に分かりやす

いように伝えること

ができる。 

・グループワークでの

取り組みや、ノートや

プリントを提出させ、

その内容を取組状況の

判断材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・日本の観光案内が書

かれた内容につい

て、教科書の内容や

グループで話し合っ

た英文を理解する。 

・日本の観光案内につい

て、教科書の内容やグ

ループで話し合った英

文を書いたプリントや

ノートを読み、その内

容を理解する。 

・日本の観光案内に

ついて、教科書の内

容やグループで話し

合った英文を理解す

ることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①自動詞と他動詞 

②間違えやすい自動詞 

と他動詞 

③群動詞や新出単語の 

使い方を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

①自動詞と他動詞 

②間違えやすい自動詞 

と他動詞 

③群動詞や新出単語の 

使い方や新出単語の使 

い方を理解する。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に理解付い

ているかを判断す

る。 

Lesson4 
( 2時間) 

SVO / SVOO 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ
ず、積極的に家族や

友人を紹介する。 

・自分の家族や友人につ
いて、教科書の表現を参

考にして、ペアで伝え合
う。 

・間違うことを恐れず、
積極的に自分の家族や

友人ついて話してい
る。 

・ワークシート
を提出させ、

その内容を取
組状況の判断
材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、

家族や友人について
の情報や考えなど
を、聞き手に伝わる

ように話す。 

・自分の家族や友人につ
いて、教科書の内容や

グループで話し合った
英文を書き、グループ
で意見交換する。 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、自分

の家族や友人について
の情報や考えなどを、
聞き手に伝わるように

話すことができる。 

・グループでの
言語活動を観

察する。 

・ワークシート
を提出させ、

その内容を取
組状況の判断
材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・自分の家族や友人に

ついて書かれた内容
について、教科書の
内容やグループで話

し合った英文を理解
する。 

・自分の家族や友人につ

いて、教科書の内容やグ
ループで話し合った英文
を書いたプリントやノー

トを読み、その内容を理
解する。 

・自分の家族や友人につ

いて、教科書の内容や
グループで話し合った
英文を理解することが

できる。 

・定期テストの

筆記テストに
おいて、内容
理解を問う出

題により、内
容理解ができ
ているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①SVO 
②SVOO 
③新出単語の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す
る。 

①SVO 
②SVOO 
③新出単語の使い方を理

解する。 
 

・言語の使用場
面と働きを意
識した定期テ

ストの筆記テ
ストにおい
て、知識が身

に理解付いて
いるかを判断
する。 

Lesson5 

( 2時間) 

SVC / SVOC 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れ

ず、積極的にクラ

ブ活動や課外活動

についての感想や

体験記を話す。 

・クラブ活動や課外活動に

ついての感想や体験記

を、教科書の表現を参考

にして、ペアで伝え合

う。 

・間違うことを恐れず、

積極的にクラブ活動や

課外活動について話し

ている。 

 

・ワークシート

を提出させ、

その内容を取

組状況の判断

材料として活

用する。 
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「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ

語句や表現を用い

て、クラブ活動や

課外活動につい

て、聞き手に伝わ

るように話す。 

・クラブ活動や課外活動に

ついて、教科書の内容や

グループで話し合った英

文を書き、グループで意

見交換する。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、クラ

ブ活動や課外活動につ

いて、聞き手に伝わる

ように話すことができ

る。 

・グループでの

言語活動を観

察する。 

・ワークシート

を提出させ、

その内容を取

組状況の判断

材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・クラブ活動や課外

活動について書か

れた内容につい

て、教科書の内容

やグループで話し

合った英文を理解

する。 

・クラブ活動や課外活動に

ついて、教科書の内容や

グループで話し合った英

文を書いたプリントやノ

ートを読み、その内容を

理解する。 

・クラブ活動や課外活動

について、教科書の内

容やグループで話し合

った英文を理解するこ

とができる。 

・定期テストの

筆記テストに

おいて、内容

理解を問う出

題により、内

容理解ができ

ているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①SVC 

②SVOC 

③新出単語の使い方

を理解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

①SVC 

②SVOC 

③新出単語の使い方を理

解する。 

・言語の使用場

面と働きを意

識した定期テ

ストの筆記テ

ストにおい

て、知識が身

に付いている

かを判断す

る。 

Lesson6 
( 2時間) 

使 役 動 詞  / 
知覚動詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ
ず、積極的に過去の
エピソードを時系列

で話す。 

・過去の自分のエピソー
ドについて、教科書の表
現を参考にして、ペアで

伝え合う。 

・間違うことを恐れず、
積極的に自分の過去の
エピソードについて話

している。 

・ワークシート
を提出させ、
その内容を取

組状況の判断
材料として活
用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて、
自分のエピソードに
ついて、聞き手に伝

わるように話す。 

・自分の過去のエピソー

ドについて、教科書の
内容やグループで話し
合った英文を書き、グ

ループで意見交換す
る。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、自分
の過去のエピソードに
ついて、聞き手に伝わ

るように話すことがで
きる。 

・グループでの

言語活動を観
察する。 

・ワークシート

を提出させ、
その内容を取
組状況の判断

材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 

・自分の過去のエピソ

ードについて書かれ
た内容について、教
科書の内容やグルー

プで話し合った英文
を理解する。 

・自分の過去のエピソー

ドについて、教科書の内
容やグループで話し合っ
た英文を書いたプリント

やノートを読み、その内
容を理解する。 

・自分の過去のエピソー

ドについて、教科書の
内容やグループで話し
合った英文を理解する

ことができる。 

・定期テストの

筆記テストに
おいて、内容
理解を問う出

題により、内
容理解ができ
ているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①使役動詞 
②知覚動詞 

③新出単語の使い方を
理解する。 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す

る。 

①使役動詞 
②知覚動詞 

③新出単語の使い方を理
解する。 

 

・言語の使用場
面と働きを意

識した定期テ
ストの筆記テ
ストにおい

て、知識が身
に理解付いて
いるかを判断
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する。 

Lesson7 
( 2時間) 

直接話法と間
接話法 /間接 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

話法で伝達 ・間違うことを恐れ

ず、積極的に友人を
映画に誘う表現を使
う。 

・友人を映画に誘う内容

について、教科書の表現
を参考にして、ペアで伝
え合う。 

・間違うことを恐れず、

積極的に湯人を映画に
誘う内容について話し
ている。 

・ワークシート

を提出させ、
その内容を取
組状況の判断

材料として活
用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、

友人を映画に誘う内
容について、聞き手
に伝わるように話

す。 

・友人を映画に誘うメー
ルの内容について、教

科書の内容やグループ
で話し合った英文を書
き、グループで意見交

換する。 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、友人

を映画に誘うメールの
内容について、聞き手
に伝わるように話すこ

とができる。 

・グループでの
言語活動を観

察する。 

・ワークシート
を提出させ、

その内容を取
組状況の判断
材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・友人を映画に誘うメ
ールの内容につい

て、教科書の内容や
グループで話し合っ
た英文を理解する。 

・友人を映画に誘うメー
ルの内容について、教科

書の内容やグループで話
し合った英文を書いたプ
リントやノートを読み、

その内容を理解する。 

・友人を映画に誘う内容
のメールについて、教

科書の内容やグループ
で話し合った英文を理
解することができる。 

・定期テストの
筆記テストに

おいて、内容
理解を問う出
題により、内

容理解ができ
ているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①直接話法と間接話法 
②間接話法で伝達 
③新出単語の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す
る。 

①直接話法と間接話法 
②間接話法で伝達 
③新出単語の使い方を理

解する。 
 

・言語の使用場
面と働きを意
識した定期テ

ストの筆記テ
ストにおい
て、知識が身

に理解付いて
いるかを判断
する。 

Lesson8 
( 2時間) 

現在形 / 現在
進行形 / 現在 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

完了形 / 現在
完了進行形 / 
未来進行形 / 

will / be 
going to 

・間違うことを恐れ
ず、積極的に自分の
将来の夢や、それに

向けた準備について
表現する。 

・自分の将来の夢や、そ
れに向けた準備につい
て、教科書の表現を参考

にして、ペアで伝え合
う。 

・間違うことを恐れず、
積極的に自分の将来の
夢や、それに向けた準

備について話してい
る。 

・ワークシート
を提出させ、
その内容を取

組状況の判断
材料として活
用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて、
自分の将来の夢や、
それに向けた準備に

ついて、聞き手に伝
わるように話す。 

・自分の将来の夢や、そ

れに向けた準備につい
て、教科書の内容やグ
ループで話し合った英

文を書き、グループで
意見交換する。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、自分
の将来の夢や、それに
向けた準備について、

聞き手に伝わるように
話すことができる。 

・グループでの

言語活動を観
察する。 

・ワークシート

を提出させ、
その内容を取
組状況の判断

材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 

・自分の夢や、それに

向けた準備につい
て、教科書の内容や
グループで話し合っ

た英文を理解する。 

・自分の夢や、それに向

けた準備について、教科
書の内容やグループで話
し合った英文を書いたプ

リントやノートを読み、
その内容を理解する。 

・自分の夢や、それに向

けた準備について、教
科書の内容やグループ
で話し合った英文を理

解することができる。 

・定期テストの

筆記テストに
おいて、内容
理解を問う出

題により、内
容理解ができ
ているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 
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①現在形 
②現在進行形 
③現在完了形 

④現在完了進行形 
⑤未来進行形 
⑥Will 

⑦be going to 
⑧新出単語の使い方を 
理解する 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す
る。 

①現在形 
②現在進行形 
③現在完了形 

④現在完了進行形 
⑤未来進行形 
⑥Will 

⑦be going to 
⑧新出単語の使い方を 
理解する。 

・言語の使用場
面と働きを意
識した定期テ

ストの筆記テ
ストにおい
て、知識が身

に理解付いて
いるかを判断
する。 

Lesson9 
( 2時間) 

現在形 / 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

現在完了形 / 
過去形 / 過去
完了形 / 過去

進行形 / 過去
完了進行形 

・間違うことを恐れ
ず、自分の趣味につ
いて表現する。 

・自分の趣味について、
教科書の表現を参考にし
て、ペアで伝え合う。 

・間違うことを恐れず、
自分の趣味について話
している。 

・ワークシート
を提出させ、
その内容を取

組状況の判断
材料として活
用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて、
自分の趣味につい
て、聞き手に伝わる

ように話す。 

・自分の趣味について、

教科書の内容やグルー
プで話し合った英文を
書き、グループで意見

交換する。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、自分
の趣味について、聞き
手に伝わるように話す

ことができる。 

・グループでの

言語活動を観
察する。 

・ワークシート

を提出させ、
その内容を取
組状況の判断

材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 

・自分の趣味につい
て、教科書の内容や

グループで話し合っ
た英文を理解する。 

・自分の趣味について、
教科書の内容やグループ

で話し合った英文を書い
たプリントやノートを読
み、その内容を理解す

る。 

・自分の趣味について、
教科書の内容やグルー

プで話し合った英文を
理解することができ
る。 

・定期テストの
筆記テストに

おいて、内容
理解を問う出
題により、内

容理解ができ
ているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①現在形 
②現在完了形 
③過去形 

④過去完了形 
⑤過去進行形 
⑥過去完了進行形 

⑦新出単語の使い方を 
理解する。 
 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す
る。 

①現在形 
②現在完了形 
③過去形 

④過去完了形 
⑤過去進行形 
⑥過去完了進行形 

⑦新出単語の使い方を 
理解する。 

・言語の使用場
面と働きを意
識した定期テ

ストの筆記テ
ストにおい
て、知識が身

に理解付いて
いるかを判断
する。 

Lesson10 
( 2時間) 

能動態と受動
態 / 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

日本語との違
い 

・間違うことを恐れ
ず、自分の好きな本
や映画について表現

する。 

・自分の好きな本や映画
について、教科書の表現
を参考にして、ペアで伝

え合う。 

・間違うことを恐れず、
自分の好きな本や映画
について話している。 

・ワークシート
を提出させ、
その内容を取

組状況の判断
材料として活
用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて、
自分の好きな本や映
画について、聞き手

に伝わるように話
す。 

・自分の好きな本や映画

について、教科書の内
容やグループで話し合
った英文を書き、グル

ープで意見交換する。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、自分
の好きな本や映画につ
いて、聞き手に伝わる

ように話すことができ
る。 

・グループでの

言語活動を観
察する。 

・ワークシート

を提出させ、
その内容を取
組状況の判断

材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 

・自分の好きな本や映

画について、教科書
の内容やグループで
話し合った英文を理

解する。 

・自分の好きな本や映画

について、教科書の内容
やグループで話し合った
英文を書いたプリントや

ノートを読み、その内容
を理解する。 

・自分の好きな本や映画

について、教科書の内
容やグループで話し合
った英文を理解するこ

とができる。 

・定期テストの

筆記テストに
おいて、内容
理解を問う出

題により、内
容理解ができ
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ているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①能動態と受動態 
②日本語との違い 

③新出単語の使い方を 
理解する。 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す

る。 

①能動態と受動態 
②日本語との違い 

③新出単語の使い方を 
理解する。 
 

・言語の使用場
面と働きを意

識した定期テ
ストの筆記テ
ストにおい

て、知識が身
に理解付いて
いるかを判断

する。 

Lesson11 
( 2時間) 

直説法 / 仮定
法 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ
ず、自分のやりたい

ことについて表現す
る。 

・自分のやりたいことに
ついて、教科書の表現を

参考にして、ペアで伝え
合う。 

・間違うことを恐れず、
自分のやりたいことに

ついて話している。 

・ワークシート
を提出させ、

その内容を取
組状況の判断
材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、
自分のやりたいこと

について、聞き手に
伝わるように話す。 

・自分のやりたいことに
ついて、教科書の内容
やグループで話し合っ

た英文を書き、グルー
プで意見交換する。 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、自分
のやりたいことについ

て、聞き手に伝わるよ
うに話すことができ
る。 

・グループでの
言語活動を観
察する。 

・ワークシート
を提出させ、
その内容を取

組状況の判断
材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 

・自分のやりたいこと

について、教科書の
内容やグループで話
し合った英文を理解

する。 

・自分のやりたいことに

ついて、教科書の内容や
グループで話し合った英
文を書いたプリントやノ

ートを読み、その内容を
理解する。 

・自分のやりたいことに

ついて、教科書の内容
やグループで話し合っ
た英文を理解すること

ができる。 

・定期テストの

筆記テストに
おいて、内容
理解を問う出

題により、内
容理解ができ
ているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①直接法 
②仮定法 

③新出単語の使い方 
を理解する。 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す

る。 

 

 

 

 

①直説法 
②間接法 

③新出単語の使い方を 
理解する。 

・言語の使用場
面と働きを意

識した定期テ
ストの筆記テ
ストにおい

て、知識が身
に理解付いて
いるかを判断

する。 

Lesson12 

( 2時間) 

義務・必要を表

す助動詞 / 推
量を表す助動
詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ
ず、ボランティア活
動についての自分の

意見を表現する。 

・自分のボランティア活
動に対する考えを、教科
書の表現を参考にして、

ペアで伝え合う。 

・間違うことを恐れず、
自分のボランティア活
動についての考えを話

している。 

・ワークシート
を提出させ、
その内容を取

組状況の判断
材料として活
用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて、
ボランティア活動に
対する自分の意見

を、聞き手に伝わる
ように話す。 

・自分のボランティア活

動に対する意見につい
て、教科書の内容やグ
ループで話し合った英

文を書き、グループで
意見交換する。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、自分
のボランティア活動に
対する意見を、聞き手

に伝わるように話すこ
とができる。 

・グループでの

言語活動を観
察する。 

・ワークシート

を提出させ、
その内容を取
組状況の判断

材料として活
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用する。 

「外国語理解の能力」 

・ボランティア活動に
対する意見につい
て、教科書の内容や

グループで話し合っ
た英文を理解する。 

・ボランティア活動に対
する意見について、教科
書の内容やグループで話

し合った英文を書いたプ
リントやノートを読み、
その内容を理解する。 

・ボランティア活動に対
する意見について、教
科書の内容やグループ

で話し合った英文を理
解することができる。 

・定期テストの
筆記テストに
おいて、内容

理解を問う出
題により、内
容理解ができ

ているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①義務・必要を表す 

助動詞 
②推量を表す助動詞 
③新出単語の使い方 

を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す
る。 

 

 

 

 

①義務・必要を表す 

助動詞 
②推量を表す助動詞 
③新出単語の使い方を 

理解する。 
 

・言語の使用場

面と働きを意
識した定期テ
ストの筆記テ

ストにおい
て、知識が身
に理解付いて

いるかを判断
する。 

Lesson13 

( 2時間) 

数量を表す語

句 /名詞を前
から修飾する
語句 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ
ず、高校生の制服の

是非についての自分
の意見を表現する。 

・自分の制服の是非に対
する考えを、教科書の表

現を参考にして、論拠や
例を示しながら、ペアで
伝え合う。 

・間違うことを恐れず、
自分の制服の是非につ

いての考えを話してい
る。 

・ワークシート
を提出させ、

その内容を取
組状況の判断
材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、
制服の是非に対する

自分の意見を、論拠
や例を交えながら、
聞き手に伝わるよう

に話す。 

・自分の制服の是非に対
する意見について、教
科書の内容やグループ

で話し合った英文を書
き、グループで意見交
換する。 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、自分
の制服の是非に対する

意見を、論拠や例を交
えながら、聞き手に伝
わるように話すことが

できる。 

・グループでの
言語活動を観
察する。 

・ワークシート
を提出させ、
その内容を取

組状況の判断
材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 

・高校生の制服の是非

に対する意見につい
て、教科書の内容や
グループで話し合っ

た英文を理解する。 

・高校生の制服の是非に

対する意見について、教
科書の内容やグループで
話し合った英文を書いた

プリントやノートを読
み、その内容を理解す
る。 

・高校生の制服の是非に

対する意見について、
論拠や例を意識しなが
ら、教科書の内容やグ

ループで話し合った英
文を理解することがで
きる。 

・定期テストの

筆記テストに
おいて、内容
理解を問う出

題により、内
容理解ができ
ているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①数量を表す語句 
②名詞を前から修飾 

する語句 
③新出単語の使い方を 
理解する。 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す

る。 

・修飾される名詞と、修
飾する分詞との間の意味

上のＳＶの関係も理解す
る。 

①数量を表す語句 
②名詞を前から修飾する 

語句 
③新出単語の使い方を 
理解する。 

 

・言語の使用場
面と働きを意

識した定期テ
ストの筆記テ
ストにおい

て、知識が身
に理解付いて
いるかを判断

する。 

Lesson14 

( 2時間) 

名詞を後ろか

ら修飾する形
容詞句 / 同格
修飾 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
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 ・間違うことを恐れ
ず、自分が旅をした
い場所について、理

由を示しながら考え
を表現する。 

・自分が旅をしたい場所
について、教科書の表現
を参考にして、理由を示

しながら、ペアで伝え合
う。 

・間違うことを恐れず、
自分が旅をしたい場所
について話している。 

・ワークシート
を提出させ、
その内容を取

組状況の判断
材料として活
用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて、
自分が旅をしたい場
所について、理由を

示しながら、聞き手
に伝わるように話
す。 

・自分が旅をしたい場所

について、教科書の内
容やグループで話し合
った英文を書き、グル

ープで意見交換する。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、自分
が旅をしたい場所につ
いて、理由を交えなが

ら、聞き手に伝わるよ
うに話すことができ
る。 

・グループでの

言語活動を観
察する。 

・ワークシート

を提出させ、
その内容を取
組状況の判断

材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 

・旅をしたい場所につ

いて、理由も含め
て、教科書の内容や
グループで話し合っ

た英文を理解する。 

・旅をしたい場所につい

て、教科書の内容やグル
ープで話し合った英文を
書いたプリントやノート

を読み、その内容を理解
する。 

・旅をしたい場所につい

て、理由を意識しなが
ら、教科書の内容やグ
ループで話し合った英

文を理解することがで
きる。 

・定期テストの

筆記テストに
おいて、内容
理解を問う出

題により、内
容理解ができ
ているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①名詞を後ろから修飾 
する形容詞句 

②同格修飾をする名詞 
③新出単語の使い方を 
理解する。 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す

る。 

・修飾される名詞と、修
飾する分詞や不定詞との

間の意味上のＳＶやＶＯ
の関係も理解する。 

・同格修飾ができる名詞

のパターンを理解する。 

①名詞を後ろから修飾 
する形容詞句 

②同格修飾をする名詞 
③新出単語の使い方を 
理解する。 

 

・言語の使用場
面と働きを意

識した定期テ
ストの筆記テ
ストにおい

て、知識が身
に理解付いて
いるかを判断

する。 

Lesson15 
( 2時間) 

関係代名詞 / 
関係副詞 / 複

合関係代名詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ

ず、自分の思い出の
写真について、考え
を表現する。 

・自分の思い出の写真に

ついて、教科書の表現を
参考にして、理由を示し
ながら、ペアで伝え合

う。 

・間違うことを恐れず、

自分の思い出の写真に
ついて話している。 

・ワークシート

を提出させ、
その内容を取
組状況の判断

材料として活
用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、

自分の思い出の写真
について、聞き手に
伝わるように話す。 

・自分の思い出の写真に
ついて、教科書の内容

やグループで話し合っ
た英文を書き、グルー
プで意見交換する。 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、自分

の思い出の写真につい
て、聞き手に伝わるよ
うに話すことができ

る。 

・グループでの
言語活動を観

察する。 

・ワークシート
を提出させ、

その内容を取
組状況の判断
材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・思い出の写真につい
て、教科書の内容や
グループで話し合っ

た英文を理解する。 

・思い出の写真につい
て、教科書の内容やグル
ープで話し合った英文を

書いたプリントやノート
を読み、その内容を理解
する。 

・思い出の写真につい
て、教科書の内容やグ
ループで話し合った英

文を理解することがで
きる。 

・定期テストの
筆記テストに
おいて、内容

理解を問う出
題により、内
容理解ができ

ているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

① 関係代名詞（限

定用法・非限定
用法） 

② 関係副詞 

③ 複合関係代名詞 
④ 新出単語の使い

方を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す
る。 

・関係詞節は、名詞を修

飾する機能を持ち、形容
詞と同じ働きであること
を 

① 関係代名詞（限定

用法・非限定用
法） 

② 関係副詞 

③ 複合関係代名詞 
④ 新出単語の使い方

を理解する。 

・言語の使用場

面と働きを意
識した定期テ
ストの筆記テ

ストにおい
て、知識が身
に理解付いて
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理解する。 
 いるかを判断

する。 

Lesson16 

( 2時間) 

副詞・副詞句 / 

不定詞や分詞
を使った副詞
句 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ
ず、科学技術につい

て、賛成・反対の立
場で自分の意見を表
現する。 

・科学技術についての、
自分の意見を、ペアで伝

え合う。 

・間違うことを恐れず、
科学技術に対する自分

の意見について話して
いる。 

・ワークシート
を提出させ、

その内容を取
組状況の判断
材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、
科学技術について、

自分の意見を聞き手
に伝わるように話
す。 

・科学技術について、教
科書の内容やグループ
で話し合った英文を書

き、グループで意見交
換する。 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、科学
技術について、自分の

意見を聞き手に伝わる
ように話すことができ
る。 

・グループでの
言語活動を観
察する。 

・ワークシート
を提出させ、
その内容を取

組状況の判断
材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 

・科学技術について、

教科書の内容やグル
ープで話し合った英
文を理解する。 

・科学技術について、教

科書の内容やグループで
話し合った英文を書いた
プリントやノートを読

み、その内容を理解す
る。 

・科学技術について、教

科書の内容やグループ
で話し合った英文を理
解することができる。 

・定期テストの

筆記テストに
おいて、内容
理解を問う出

題により、内
容理解ができ
ているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①副詞・副詞句 
②不定詞や分詞を使っ 

た副詞句 
③新出単語の使い方を 
理解する。 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す

る。 

・文全体を修飾する場合
や、前置詞句が副詞的な

働きをすることも理解す
る。 

①副詞・副詞句 
②不定詞や分詞を使った 

副詞句 
③新出単語の使い方を 
理解する。 

 

・言語の使用場
面と働きを意

識した定期テ
ストの筆記テ
ストにおい

て、知識が身
に理解付いて
いるかを判断

する。 

Lesson17 
( 2時間) 

接続詞 / 複合
関係代名詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ
ず、携帯電話の長所

と短所について、比
較しながら自分の意
見を表現する。 

・携帯電話の長所と短所
について、比較しながら

自分の意見を、ペアで伝
え合う。 

・間違うことを恐れず、
携帯電話の長所と短所

について、比較しなが
ら話している。 

・ワークシート
を提出させ、

その内容を取
組状況の判断
材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、
携帯電話の長所と短

所について、比較し
ながら自分の意見を
聞き手に伝わるよう

に話す。 

・携帯電話の長所と短所
について、比較を織り
交ぜながら、教科書の

内容やグループで話し
合った英文を書き、グ
ループで意見交換す

る。 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、携帯
電話の長所と短所につ

いて、比較を織り交ぜ
て、自分の意見を聞き
手に伝わるように話す

ことができる。 

・グループでの
言語活動を観
察する。 

・ワークシート
を提出させ、
その内容を取

組状況の判断
材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 

・携帯電話の長所と短
所について、教科書
の内容やグループで

話し合った英文を理
解する。 

・携帯電話の長所と短所
について、比較を交え
た、教科書の内容やグル

ープで話し合った英文を
書いたプリントやノート
を読み、その内容を理解

・携帯電話の長所と短所
について、比較を交え
て、教科書の内容やグ

ループで話し合った英
文を理解することがで
きる。 

・定期テストの
筆記テストに
おいて、内容

理解を問う出
題により、内
容理解ができ



12 

 

する。 ているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①接続詞 
②複合関係代名詞 

③句と節の違い 
④副詞の働き 
⑤新出単語の使い方 

を理解する 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す

る。 

・句と節の違い、副詞の
働きも再度理解する。 

①接続詞 
②複合関係代名詞 

③句と節の違い 
④副詞の働き 
⑤新出単語の使い方を 

理解する 
 

・言語の使用場
面と働きを意

識した定期テ
ストの筆記テ
ストにおい

て、知識が身
に理解付いて
いるかを判断

する。 

Lesson18 
( 2時間) 

原級 / 比較級 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ
ず、犬と猫のどちら

が好きかについて、
比較して理由を示し
ながら自分の意見を

表現する。 

・犬と猫のどちらが好き
かについて、比較して理

由を示しながら自分の意
見を、ペアで伝え合う。 

・間違うことを恐れず、
犬と猫のどちらが好き

かについて、比較して
理由を示しながら話し
ている。 

・ワークシート
を提出させ、

その内容を取
組状況の判断
材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、
犬と猫のどちらが好

きかについて、比較
して理由を示しなが
ら自分の意見を聞き

手に伝わるように話
す。 

・犬と猫のどちらが好き
かについて、比較して
理由を織り交ぜなが

ら、教科書の内容やグ
ループで話し合った英
文を書き、グループで

意見交換する。 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、犬と
猫のどちらが好きかに

ついて、比較して理由
を織り交ぜて、自分の
意見を聞き手に伝わる

ように話すことができ
る。 

・グループでの
言語活動を観
察する。 

・ワークシート
を提出させ、
その内容を取

組状況の判断
材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 

・犬と猫のどちらが好
きかについて、教科
書の内容やグループ

で話し合った英文を
理解する。 

・犬と猫のどちらが好き
かについて、比較して理
由を交えた、教科書の内

容やグループで話し合っ
た英文を書いたプリント
やノートを読み、その内

容を理解する。 

・犬と猫のどちらが好き
かについて、比較して
理由を交えて、教科書

の内容やグループで話
し合った英文を理解す
ることができる。 

・定期テストの
筆記テストに
おいて、内容

理解を問う出
題により、内
容理解ができ

ているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①原級 

②比較級 
③比較の慣用表現 
④新出単語の使い方を 

理解する 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す
る。 

・比較の慣用表現も理解

する。 

①原級 

②比較級 
③比較の慣用表現 
④新出単語の使い方を 

理解する 
 

・言語の使用場

面と働きを意
識した定期テ
ストの筆記テ

ストにおい
て、知識が身
に理解付いて

いるかを判断
する。 

Lesson19 

( 2時間) 

最上級 / 最上

級の意味を表
す表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ
ず、思い出に残る過
去の出来事や贈り物

について、自分の意
見を表現する。 

・思い出に残る過去の出
来事や贈り物について、
自分の意見をペアで伝え

合う。 

・思い出に残る過去の出
来事や贈り物につい
て、話している。 

・ワークシート
を提出させ、
その内容を取

組状況の判断
材料として活
用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて、
思い出に残る過去の
出来事や贈り物につ

いて、自分の意見を
聞き手に伝わるよう
に話す。 

・思い出に残る過去の出

来事や贈り物につい
て、教科書の内容やグ
ループで話し合った英

文を書き、グループで
意見交換する。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、思い
出に残る過去の出来事
や贈り物について、自

分の意見を聞き手に伝
わるように話すことが
できる。 

・グループでの

言語活動を観
察する。 

・ワークシート

を提出させ、
その内容を取
組状況の判断

材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 
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・思い出に残る過去の
出来事や贈り物につ
いて、教科書の内容

やグループで話し合
った英文を理解す
る。 

・思い出に残る過去の出
来事や贈り物について、
教科書の内容やグループ

で話し合った英文を書い
たプリントやノートを読
み、その内容を理解す

る。 

・思い出に残る過去の出
来事や贈り物につい
て、教科書の内容やグ

ループで話し合った英
文を理解することがで
きる。 

・定期テストの
筆記テストに
おいて、内容

理解を問う出
題により、内
容理解ができ

ているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①最上級 

②原級や比較級を使っ 
て最上級を表す表現 
③定型表現の暗唱 

④新出単語の使い方を 
理解する 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す
る。 

・定型表現の暗唱も取り

入れて、構文を理解す
る。 

①最上級 

②原級や比較級を使って
最上級を表す表現 
③定型表現の暗唱 

④新出単語の使い方を 
理解する 

・言語の使用場

面と働きを意
識した定期テ
ストの筆記テ

ストにおい
て、知識が身
に理解付いて

いるかを判断
する。 

Lesson20 

( 2時間) 

全文否定 / 部

分否定 / 準否
定 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ
ず、インターネット
の問題点について、

具体例や理由を示し
て、自分の意見を表
現する。 

・インターネットの問題
点について、具体例や理
由を示して、自分の意見

をペアで伝え合う。 

・インターネットの問題
点について、具体例や
理由を織り交ぜながら

話している。 

・ワークシート
を提出させ、
その内容を取

組状況の判断
材料として活
用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて、
インターネットの問
題点について、具体

例や理由に気をつけ
て、自分の意見を聞
き手に伝わるように

話す。 

・インターネットの問題

点について、具体例や
理由を織り交ぜなが
ら、教科書の内容やグ

ループで話し合った英
文を書き、グループで
意見交換する。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、イン
ターネットの問題点に
ついて、具体例や理由

を織り交ぜながら、自
分の意見を聞き手に伝
わるように話すことが

できる。 

・グループでの

言語活動を観
察する。 

・ワークシート

を提出させ、
その内容を取
組状況の判断

材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 

・インターネットの問
題点について、具体

例や理由にも気をつ
けて、教科書の内容
やグループで話し合

った英文を理解す
る。 

・インターネットの問題
点について、具体例や理

由にも注意して、教科書
の内容やグループで話し
合った英文を書いたプリ

ントやノートを読み、そ
の内容を理解する。 

・インターネットの問題
点について、具体例や

理由にも気をつけて、
教科書の内容やグルー
プで話し合った英文を

理解することができ
る。 

・定期テストの
筆記テストに

おいて、内容
理解を問う出
題により、内

容理解ができ
ているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①全文否定（no ＋名 
詞、no one、none） 
②部分否定（not  

always、not ～all、
not ～both） 

③準否定 

④Notや準否定を用い 
ない慣用的な否定の 
表現 

⑤新出単語の使い方を 
理解する 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す
る。 

・語順や品詞についても
理解する。 

①全文否定（no ＋名 
詞、no one、none） 
②部分否定（not  

always、not ～all、 
not ～both） 
③準否定 

④Notや準否定を用いな 
い慣用的な否定の表現 
⑤新出単語の使い方を 

理解する 

・言語の使用場
面と働きを意
識した定期テ

ストの筆記テ
ストにおい
て、知識が身

に理解付いて
いるかを判断
する。 

Part 2 
Lesson1 
( 1時間) 

パラグラフ構
成 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ

ず、パラグラフ構成
について発言する。 

・パラグラフ構成につい

て考え、発問に答える。 

・パラグラフ構成につい

て、日本語との違いに
も注意して話してい
る。 

・宿題を提出さ

せ、その内容
を取組状況の
判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、
パラグラフ構成につ

いて、モデル文を音
読したり、自分で考

・パラグラフ構成につい
て教科書の内容やグル
ープで話し合った英文

を書き、グループで意
見交換する。 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、パラ
グラフ構成について、

具体例や理由を織り交
ぜながら、自分の文を

・グループでの
言語活動を観
察する。 

・宿題を提出さ
せ、その内容
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えて書く。 聞き手に伝わるように
話すことができる。 

を取組状況の
判断材料とし
て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフ構成につ
いて、具体例や理由
にも気をつけて、教

科書の内容やグルー
プで話し合った英文
を理解する。 

・パラグラフ構成につい
て、具体例や理由にも注
意して、教科書の内容や

グループで話し合った英
文を書いた教科書やノー
トを読み、その内容を理

解する。 

・パラグラフ構成につい
て、具体例や理由にも
気をつけて、教科書の

内容やグループで話し
合った英文を理解する
ことができる。 

・定期テストの
筆記テストに
おいて、内容

理解を問う出
題により、内
容理解ができ

ているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

① パラグラフ構成 

（主題文、支持文、 
結論文） 
② つなぎの言葉 

③ ワープロソフトの 
使い方、文章入力 
作成と印刷の仕方の

理解 
④ 新出単語の使い方 
を理解する 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す
る。 

・つなぎの言葉について

も、使い方を理解する。 

①パラグラフ構成（主題 

文、支持文、結論文） 
②つなぎの言葉 
③ワープロソフトの使い 

方、文章入力作成と印 
刷の仕方の理解 
④新出単語の使い方を 

理解する 
 

・言語の使用場

面と働きを意
識した定期テ
ストの筆記テ

ストにおい
て、知識が身
に理解付いて

いるかを判断
する。 

Part 2 
Lesson2 
( 1時間) 

パラグラフ構
成（例示、追加） 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ
ず、パラグラフ構成
について発言する。 

・パラグラフ構成につい
て考え、発問に答える。 

・パラグラフ構成につい
て、日本語との違いに
も注意して話してい

る。 

・宿題を提出さ
せ、その内容
を取組状況の

判断材料とし
て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、

パラグラフ構成につ
いて、モデル文を音
読したり、自分で考

えて書く。 

・パラグラフ構成につい
て教科書の内容やグル

ープで話し合った英文
を書き、グループで意
見交換する。 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、パラ

グラフ構成について、
具体例や理由を織り交
ぜながら、自分の文を

聞き手に伝わるように
話すことができる。 

・グループでの
言語活動を観

察する。 

・宿題を提出さ
せ、その内容

を取組状況の
判断材料とし
て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフ構成につ

いて、具体例や理由
にも気をつけて、教
科書の内容やグルー

プで話し合った英文
を理解する。 

・パラグラフ構成につい

て、具体例や理由にも注
意して、教科書の内容や
グループで話し合った英

文を書いた教科書やノー
トを読み、その内容を理
解する。 

・パラグラフ構成につい

て、具体例や理由にも
気をつけて、教科書の
内容やグループで話し

合った英文を理解する
ことができる。 

・定期テストの

筆記テストに
おいて、内容
理解を問う出

題により、内
容理解ができ
ているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①パラグラフ構成（例 
示、追加） 

②つなぎの言葉 
③ワープロソフトの使 
い方、文章入力作成 

と印刷の仕方の理解 
④新出単語の使い方を 
理解する 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す

る。 

・つなぎの言葉について
も、使い方を理解する。 

①パラグラフ構成（例 
示、追加） 

②つなぎの言葉 
③ワープロソフトの使い 
方、文章入力作成と印 

刷の仕方の理解 
④新出単語の使い方を 
理解する 

 

・言語の使用場
面と働きを意

識した定期テ
ストの筆記テ
ストにおい

て、知識が身
に理解付いて
いるかを判断

する。 

Part 2 

Lesson3 
( 1時間) 

パラグラフ構

成（比較、対照） 
「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ
ず、パラグラフ構成

について発言する。 

・パラグラフ構成につい
て考え、発問に答える。 

・パラグラフ構成につい
て、日本語との違いに

も注意して話してい
る。 

・宿題を提出さ
せ、その内容

を取組状況の
判断材料とし
て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて、
パラグラフ構成につ
いて、モデル文を音

・パラグラフ構成につい

て教科書の内容やグル
ープで話し合った英文
を書き、グループで意

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、パラ
グラフ構成について、
具体例や理由を織り交

・グループでの

言語活動を観
察する。 

・宿題を提出さ
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読したり、自分で考
えて書く。 

見交換する。 ぜながら、自分の文を
聞き手に伝わるように
話すことができる。 

せ、その内容
を取組状況の
判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフ構成につ
いて、具体例や理由
にも気をつけて、教

科書の内容やグルー
プで話し合った英文
を理解する。 

・パラグラフ構成につい
て、具体例や理由にも注
意して、教科書の内容や

グループで話し合った英
文を書いた教科書やノー
トを読み、その内容を理

解する。 

・パラグラフ構成につい
て、具体例や理由にも
気をつけて、教科書の

内容やグループで話し
合った英文を理解する
ことができる。 

・定期テストの
筆記テストに
おいて、内容

理解を問う出
題により、内
容理解ができ

ているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①パラグラフ構成（比 

較、対照） 
②つなぎの言葉 
③ワープロソフトの使 

い方、文章入力作成 
と印刷の仕方の理解 
④新出単語の使い方を 

理解する 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す
る。 

・つなぎの言葉について

も、使い方を理解する。 

①パラグラフ構成（比 

較、対照） 
②つなぎの言葉 
③ワープロソフトの使い 

方、文章入力作成と印 
刷の仕方の理解 
④新出単語の使い方を 

理解する 
 

・言語の使用場

面と働きを意
識した定期テ
ストの筆記テ

ストにおい
て、知識が身
に理解付いて

いるかを判断
する。 

Part 2 

Lesson4 
( 1時間) 

パラグラフ構

成（原因、理由、
結果） 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ
ず、パラグラフ構成
について発言する。 

・パラグラフ構成につい
て考え、発問に答える。 

・パラグラフ構成につい
て、日本語との違いに
も注意して話してい

る。 

・宿題を提出さ
せ、その内容
を取組状況の

判断材料とし
て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、

パラグラフ構成につ
いて、モデル文を音
読したり、自分で考

えて書く。 

・パラグラフ構成につい
て教科書の内容やグル

ープで話し合った英文
を書き、グループで意
見交換する。 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、パラ

グラフ構成について、
具体例や理由を織り交
ぜながら、自分の文を

聞き手に伝わるように
話すことができる。 

・グループでの
言語活動を観

察する。 

・宿題を提出さ
せ、その内容

を取組状況の
判断材料とし
て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフ構成につ

いて、具体例や理由
にも気をつけて、教
科書の内容やグルー

プで話し合った英文
を理解する。 

・パラグラフ構成につい

て、具体例や理由にも注
意して、教科書の内容や
グループで話し合った英

文を書いた教科書やノー
トを読み、その内容を理
解する。 

・パラグラフ構成につい

て、具体例や理由にも
気をつけて、教科書の
内容やグループで話し

合った英文を理解する
ことができる。 

・定期テストの

筆記テストに
おいて、内容
理解を問う出

題により、内
容理解ができ
ているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①パラグラフ構成（原 
因、理由、結果） 

②つなぎの言葉 
③ワープロソフトの使 
い方、文章入力作成

と印刷の仕方の理解 
④新出単語の使い方を 
理解する 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す

る。 

・つなぎの言葉について
も、使い方を理解する。 

①パラグラフ構成（原 
因、理由、結果） 

②つなぎの言葉 
③ワープロソフトの使い 
方、文章入力作成と印 

刷の仕方の理解 
④新出単語の使い方を 
理解する 

 

・言語の使用場
面と働きを意

識した定期テ
ストの筆記テ
ストにおい

て、知識が身
に理解付いて
いるかを判断

する。 

Part 2 

Lesson5 
( 1時間) 

パラグラフ構

成（要点、要約） 
「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・間違うことを恐れ
ず、パラグラフ構成

について発言する。 

・パラグラフ構成につい
て考え、発問に答える。 

・パラグラフ構成につい
て、日本語との違いに

も注意して話してい
る。 

・宿題を提出さ
せ、その内容

を取組状況の
判断材料とし
て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて、
パラグラフ構成につ
いて、モデル文を音

・パラグラフ構成につい

て教科書の内容やグル
ープで話し合った英文
を書き、グループで意

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、パラ
グラフ構成について、
具体例や理由を織り交

・グループでの

言語活動を観
察する。 

・宿題を提出さ
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読したり、自分で考
えて書く。 

見交換する。 ぜながら、自分の文を
聞き手に伝わるように
話すことができる。 

せ、その内容
を取組状況の
判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフ構成につ
いて、具体例や理由
にも気をつけて、教

科書の内容やグルー
プで話し合った英文
を理解する。 

・パラグラフ構成につい
て、具体例や理由にも注
意して、教科書の内容や

グループで話し合った英
文を書いた教科書やノー
トを読み、その内容を理

解する。 

・パラグラフ構成につい
て、具体例や理由にも
気をつけて、教科書の

内容やグループで話し
合った英文を理解する
ことができる。 

・定期テストの
筆記テストに
おいて、内容

理解を問う出
題により、内
容理解ができ

ているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①パラグラフ構成（要 

点、要約） 
②つなぎの言葉 
③ワープロソフトの使 

い方、文章入力作成 
と印刷の仕方の理解 
④新出単語の使い方を 

理解する 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す
る。 

・つなぎの言葉について

も、使い方を理解する。 

①パラグラフ構成（要 

点、要約） 
②つなぎの言葉 
③ワープロソフトの使い 

方、文章入力作成と印
刷の仕方の理解 

④新出単語の使い方を 

理解する 
 

・言語の使用場

面と働きを意
識した定期テ
ストの筆記テ

ストにおい
て、知識が身
に理解付いて

いるかを判断
する。 

Part 3 

スピーチプ
レゼンテー
ション作成

と発表 
ディベート
準備・発表 

( 10時間) 

スピーチプレ

ゼンテーショ
ン作成と発表 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ディベート準
備・発表 

・間違うことを恐れ
ず、自分のスピーチ
を発表する・ディベ

ート準備・発表。 

・パラグラフ構成を考
え、自分でスピーチを作
成し、発表する・ディベ

ート準備・発表。。 

・パラグラフ構成を考
え、暗記して話してい
る。 

・宿題を提出さ
せ、その内容
を取組状況の

判断材料とし
て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、

パラグラフ構成やモ
デル文を参考に、自
分で考えて書く。 

・パラグラフ構成につい
て教科書の内容やモデ

ル文を参考に、自分の
スピーチを書き、発表
する・ディベート準

備・発表。 

・この単元で学んだ語句
や表現を用いて、パラ

グラフ構成を参考にし
て、自分のスピーチを
聞き手に伝わるように

話すことができる・自
分の考えを主張でき
る。。 

・宿題を提出さ
せ、その内容を

取組状況の判断
材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・パラグラフ構成につ

いて、教科書の内容
やモデル文を参考に
して、スピーチを理

解する。自分の考え
を主張する。相手の
考えを尊重する。 

・パラグラフ構成につい

て、教科書やモデル文を
参考にして、スピーチの
内容を理解する。ある論

題を論戦できる。 

・パラグラフ構成につい

て、教科書やモデル文
を参考に、自分のスピ
ーチを作成し発表する

ことができる。ある論
題を論戦できる。 

・定期テストの

筆記テストに
おいて、内容
理解を問う出

題により、内
容理解ができ
ているかを判

断する。ま
た、クラスや
学年での発表

を判断して決
める。 

「言語や文化についての知識・理解」 

①パラグラフ構成 

②つなぎの言葉 
 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す
る。 

・つなぎの言葉について

も、使い方を理解する。 

①パラグラフ構成 

②つなぎの言葉 
 

・言語の使用場

面と働きを意
識した定期テ
ストの筆記テ

ストにおい
て、知識が身
に理解付いて

いるかを判断
する。また、
クラスや学年

での発表を判
断して決め
る。 

 


